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Aratana Therapeutics Inc.によるEP4拮抗薬GalliprantⓇの米国販売開始予定時期の変更 

及び通期個別業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成28年11月３日（米国時間）、当社の導出先であるAratana Therapeutics Inc.（本社：米国カンザス

州、以下「アラタナ社」）は、当社がアラタナ社へ導出したEP4拮抗薬（GalliprantⓇ／grapiprant／

RQ-00000007／AT-001、以下「GalliprantⓇ」）につきまして、米国における販売開始予定時期を平成29年

早期と発表いたしましたのでお知らせいたします。 

 

１． EP4拮抗薬GalliprantⓇの米国販売開始予定時期の変更と理由 

アラタナ社は、平成 28 年４月、Eli lilly and Company の動物薬部門である Elanco Animal Health（以

下「エランコ社」）との間で、GalliprantⓇの全世界における戦略的提携を発表しておりますが、アラタ

ナ社による GalliprantⓇ錠の供給時期の見通しから、エランコ社は GalliprantⓇの販売開始を平成 29 年早

期と想定していることをアラタナ社に伝えました。 

なお、同じく当社からアラタナ社へ導出しておりますグレリン受容体作動薬（EntyceⓇ／capromorelin

／RQ-00000005／AT-002）につきましては、EntyceⓇの経口液剤の供給時期の見通しから、アラタナ社では

販売開始を平成 29 年第１四半期と想定しております。 

 

【ご参考】 

アラタナ社の発表内容の詳細につきましては、アラタナ社のホームページをご覧ください。 

http://aratana.investorroom.com/2016-11-03-Aratana-Therapeutics-Reports-Third-Quarter-2016-Fi

nancial-Results 

 

２． 平成28年12月期 通期個別業績予想の修正（平成28年１月１日～平成28年12月31日） 

事業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 

前回発表予想（A） 950 △819 △823 △832 △44.37

今回修正予想（B） 660 △845 △910 △917 △48.91

増減額（B-A） △289 △25 △87 △85 ―

増減率（%） △30.4 ― ― ― ―

（ご参考）前期実績 
（平成27年12月期） 

145 △1,864 △1,795 △1,854 △116.45

 

http://aratana.investorroom.com/2016-11-03-Aratana-Therapeutics-Reports-Third-Quarter-2016-Financial-Results


 

３． 修正の理由 

当社は、アラタナ社のGalliprantⓇの発売時期を平成28年12月期に想定しておりましたが、この度の米

国販売開始予定時期の変更及び 近の業績動向等を踏まえ、平成28年８月10日に公表いたしました通期個

別業績予想の修正を行うことといたしました。 

 

主な増減要因といたしましては、事業収益が、上記GalliprantⓇの想定販売開始時期の変更に伴うマイ

ルストン収益の計上時期の変更により289百万円減少することとなりました。事業費用は、支払いロイヤ

ルティ及び臨床試験費用の計上時期の変更等により263百万円減少することとなりました。その他、為替

相場の変動による為替差損等により営業外費用が60百万円増加する見通しとなりました。 

以上の結果、事業収益660百万円（前回発表予想値950百万円）、営業利益△845百万円（前回発表予想

値△819百万円）、経常利益△910百万円（前回発表予想値△823百万円）、当期純利益△917百万円（前回

発表予想値△832百万円）に修正することといたしました。 

なお、今回の業績予想修正の主な要因であるマイルストン収益の計上時期は、平成 29 年 12 月期と想定

しておりますが、中期経営計画は現在精査中のため、確定次第速やかにお知らせいたします。 

 

※ 将来の事象に関わる記述に関する注意 

業績予想につきましては、発表時現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業

績は、今後起こりうる様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

以 上 

 

 

 

 

 


